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県内の特殊詐欺の被害状況（令和５年７月末現在）

☑ ナンバーディスプレーや非通知着信拒否の活用

〇 被 害 件 数 ３６件 （前年同期比 +11件）

〇 実質的被害額 約１億5,527万円 （ 同 +約1億754万円）
～主な内訳～

・ 架空料金請求詐欺 13件（被害額1,713万円）
・ 還付金詐欺 12件（ 同 1,345万円）
・ オレオレ詐欺 １件（ 同 4,900万円）
・ 預貯金詐欺 ４件（※被害品は通帳）
・ ｷｬｯｼｭｶｰﾄﾞ詐欺盗 ３件（※被害品はキャッシュカード）

※ 被害品を使用して引き出された金額約6,798万円
（鳥取県警ホームページから）

ナンバーディスプレーなどを契約し登録番号以外や番号非
通知の電話に出ないことがサギ電話撃退の基本

☑ 留守番電話設定
日頃から常に留守番電話に設定し、相手を確認しましょう。
自分の声を録音されたくないサギ犯人は電話を切ります。

☑ 防犯機能付き電話
登録されていない電話からかかってくると、着信音が鳴る

前に「防犯機能付き電話であること」や「会話を録音するこ
と」などを相手に警告します。

特殊詐欺グループは、積み重ねてきた「失敗」や「成功」を踏まえ、絶えず修正して
極めて巧妙かつ狡猾なマニュアルに依り、相手を驚かせる、急がせる、不安にさせ
る、判断を誤らせるなどの心理的な仕掛けを持ち、悪事の練度を高めています。
被害者の方々は、たとえ特殊詐欺の知識があっても、「自分は大丈夫」と十分に注
意していても、「電話に出て」しまうと必然的にだまされてしまうこともあります。

� サギの電話を受けないように対策するだけで、被害に

遭う確率がグッと下がります！！



特殊詐欺事件の被害状況 【本年８月認知分】

● キャッシュカード詐欺盗

・被害者 鳥取市居住 ９０代、男性

・被害額 約６０万円

本年８月10日、鳥取市居住のAさん方の固定電話に、鳥取警察署警察官を名乗る者

から電話があり、「詐欺の犯人を捕まえたところ、名簿にあなたの名前があった。あなた

の口座から現金が引き出されているので口座凍結の手続きをします。自宅に警察官が

行くので、キャッシュカードと暗証番号を書いたメモを渡してください。」などと言われた。

そして、電話中に、警察官を名乗る別の男が自宅を訪れ、Aさんは口座凍結手続きに

必要と思い、言われるがまま、キャッシュカードとメモを渡すと、「身分証を確認したい。」

と言われ、身分証を取りに行かされた。

Aさんが身分証を持って戻ったところ、「キャッシュカードとメモを封筒に入れたので

厳重に保管しておいてください。」と言われ、封筒を渡されたが、後で封筒を確認したと

ころ、キャッシュカード等は入っておらず、盗み取られていた。

その後、６０万円をキャッシュカードで引き出されていることが分かった。

★ 警察官から、「あなたの口座が犯罪の被害に遭っている。」などという電話があれ

ば、一度、最寄りの警察署に電話をかけて確認してください。

★ 警察官がキャッシュカードを預かりに自宅に伺ったり、暗証番号を聞くことは絶対

にありません！暗証番号は絶対に他人に教えないでください！

★ こうした電話があれば、すぐに警察に通報してください。

● 還付金詐欺

・被害者 鳥取市居住 ６０代、女性

・被害額 １９６万円

本年８月２日、鳥取市居住Bさん方の固定電話に市役所職員を名乗る者から、 「年

金の還付金があります。書類を送っていますが返事がないので連絡しました。手続きす

れば３万５,７８０円を還付できます。」 などと電話があり、ATMに行くように指示されて、

言われるがままATMを操作した結果、１９６万円を他人名義の口座に振り込まされ、

だまし取られた。

（８月１６日、同様の手口で、鳥取市居住、６０代、女性Cさんが約５０万円をだまし取らています。）

★ ATMでお金が還付されることはありません。

★ 詐欺の電話は、非通知や通知不可、見慣れない番号でかかってくるので、ナン

バー・ディスプレイ・サービスを導入するなど、相手の番号が分かるようにして、非通

知などの電話には出ないようにし、詐欺の被害を防ぎましょう。

警察総合相談電話＃９１１０ 鳥取警察署 ０８５７-３２-０１１０

（８月10日あんしんトリピーメールを加工）

（８月1４日あんしん
トリピーメールを加工）

電話で
口座やお金
の話はサギ
です！！





（鳥取県ホームページから）

特殊詐欺発生・
不審電話情報も
配信されます。


